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'ビンコロノ 死ぬまでピンとして、シャンと

して、死ぬ時はコロリとそんな思

いを込めて名付けられました。
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広報‘うら (2)

去
年
よ
り
三
億
六
千
五
百
万
円
の

増
額
で
あ
り
伸
び
率
で
は
十
五
・
一

％
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
わ
が

村
の
今
年
一
年
間
の
一
般
会
計
の
予

算
額
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
金
額
は
ど
の
く
ら
い

大
き
い
の
か
、
一
般
の
金
銭
感
覚
で

は
理
解
で
き
な
い
と
思
う
の
で
、
こ

れ
を
月
収
二
十
三
万
三
千
円
の
一
般

家
庭
の
家
計
簿
に
置
き
換
え
て
み
ま

し
た
。

そ
う
す
る
と

一
、
税
金
や
使
用
料
、
手
数
料
な

ど
い
わ
ゆ
る
「
本
業
収
入
」
は

一
万
九
千
円

一
、
地
方
交
付
税
や
、
補
助
金
な

ど
一
‐
親
か
ら
の
仕
送
り
」
が

十
三
万
三
千
円

一
、
起
債
と
言
う
名
の
借
金
が

六
万
三
千
円

漉弓＝

’
二
十
七
億
八
千
五
百
万
円
Ｉ

1

市揃村一皮

為れ；隆三 ＝■一

を
バ
ネ

I

と
い
う
の
が
わ
が
市
浦
家
の
毎
月

の
家
計
簿
で
あ
り
、
月
二
十
三
万
三

千
円
の
生
活
費
が
か
か
る
の
に
一
万

九
千
円
し
か
稼
ぎ
が
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
考
え
る
と
、
台
所
が
い
か
に

苦
し
い
か
が
お
解
り
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
国
で
は
三
位
一
体
改
革
と

い
う
こ
と
で
、
地
方
交
付
税
や
、
補

助
金
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
親
の
仕
送
り

を
大
幅
に
削
減
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
村
で
平
成
十
二
年
度
か
ら
十

五
年
度
ま
で
の
四
年
間
で
現
に
三
億

八
千
七
百
万
円
も
国
か
ら
の
仕
送
り

が
減
ら
さ
れ
、
今
年
は
さ
ら
に
一
億

三
千
七
百
万
円
も
減
ら
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

五
年
間
で
五
億
円
を
越
え
る
金
が

こ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
、
基
金
取
り
崩
し
と
い
う
『
貯

金
の
払
い
戻
し
」
が一

万
四
千
円

一
、
繰
越
金
と
い
う
「
決
算
に
よ

る
黒
字
」
が

四
千
円

P

そ
こ
で
私
は
、
五
年
も
前
か
ら
、

い
ま
は
変
革
の
時
代
で
は
な
く
、
変

革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
あ
り
、

「
変
わ
ら
ず
に
残
る
た
め
に
は
自
ら

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力

説
し
、
村
民
皆
様
に
対
し
て
も
「
心

の
変
革
」
を
訴
え
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

高
齢
者
比
率
も
つ
い
に
三
十
％
を

越
え
、
そ
し
て
市
町
村
合
併
、
情
報

革
命
と
い
う
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
、

景
気
は
依
然
と
し
て
低
迷
し
、
社
会

は
廃
退
し
、
未
曾
有
の
財
政
危
機
に

直
面
し
村
も
国
も
構
造
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
村
民
の
行
政
へ
の
依
存

体
質
や
、
冠
婚
葬
祭
へ
の
取
り
組
み

も
、
日
常
生
活
の
あ
り
方
も
ほ
と
ん

ど
変
ら
な
い
の
は
残
念
で
あ
り
ま
す
。

変
化
を
拒
む
こ
と
、
そ
れ
は
時
の

流
れ
か
ら
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
を
意
味

し
て
お
り
、
自
ら
を
変
革
で
き
な
い

組
織
は
明
日
の
変
化
に
生
き
残
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま

す
。

親
の
仕
送
り
が
一
方
的
に
削
減
さ

れ
た
た
め
、
わ
が
村
と
し
て
は
こ
れ

ま
で

を
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広報乙多ら(3)

一
、
保
育
所
や
小
学
校
の
統
廃
合
を

進
め
た
り

一
、
機
構
改
革
を
し
て
五
課
を
三
課

に
減
ら
し
た
り

一
、
職
員
の
べ
ｌ
ス
ア
ッ
プ
の
据
え

置
き
や

一
、
特
別
職
の
報
酬
の
減
額
な
ど
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
そ
れ
で
も

ま
に
あ
わ
な
い
の
で
、
今
年
は
さ

ら
に

一
、
事
業
の
休
止
や
繰
り
延
べ
も
含

め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
脇
元
、
十
三
両
出
張

所
は
十
二
月
末
で
廃
止
す
る
こ
と
を

前
提
に
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
は
、

十
三
出
張
所
は
午
前
中
、
脇
元
出
張

所
は
午
後
の
み
開
設
す
る
こ
と
で
臨

時
職
員
一
名
減
、
教
育
委
員
会
は
コ

ミ
セ
ン
か
ら
本
庁
に
引
き
上
げ
臨
時

職
員
を
一
名
減
、
中
学
校
の
給
食
婦

も
こ
れ
ま
で
の
二
名
体
制
か
ら
一
名

体
制
と
し
、
こ
こ
で
も
職
員
一
名
減

と
し
、
さ
ら
に
助
役
、
教
育
長
の
選

任
は
見
合
わ
せ
た
他
、
特
別
職
や
議

会
議
員
の
期
末
手
当
も
六
月
、
十
二

月
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
％
減
と
し
ま
し

た
。

ま
た
、
や
む
を
得
ず
各
種
使
用
料

や
手
数
料
等
も
他
町
村
並
み
に
引
き

上
げ
る
こ
と
と
し
、
や
っ
と
予
算
編

成
に
こ
ぎ
つ
け
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
財
政
が
ど
ん
な
に
苦
し

く
て
も
村
民
の
命
と
健
康
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
は
最
低
限
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
や
る
と
い
う

の
が
私
の
政
治
信
条
で
も
あ
り
ま
す
。

国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
建
設
を

進
め
て
き
た
「
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、

ピ
ン
コ
ロ
館
」
は
総
事
業
費
六
億
三

千
万
円
の
う
ち
国
の
負
担
は
約
五
億

円
で
あ
り
、
そ
し
て
新
規
採
用
し
た

栄
養
士
と
か
歯
科
衛
生
士
の
給
料
も

全
額
国
の
補
助
と
言
う
大
変
恵
ま
れ

た
施
設
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
施
設
に
は
住
民
福
祉
課
（
国

民
年
金
や
国
民
健
康
保
険
を
除
く
）

や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
移
転

す
る
と
と
も
に
、
診
療
所
、
悠
遊
郷

と
も
連
携
を
密
に
し
名
実
と
も
に
健

康
と
医
療
と
福
祉
の
拠
点
と
し
て
健

康
長
寿
日
本
一
を
め
ざ
す
考
え
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
脇
元
地
域
か
ら
強
い
要
望

の
あ
っ
た
、
公
民
館
的
要
素
も
兼
ね

備
え
た
交
流
集
会
施
設
の
建
設
に
つ

い
て
も
建
設
費
の
二
分
の
一
の
補
助

金
を
導
入
し
て
建
設
に
着
手
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら

コ
メ
の
生
産
、
流
通
制
度
が
大
き
く

変
わ
り
銘
柄
米
を
つ
く
れ
な
い
わ
が

村
で
は
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と

か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
拠
点
を
作
り

「
有
機
の
里
し
う
ら
」
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
は
か
り
、
安
全
と
安
心
と
愛
情

が
伝
わ
る
農
業
の
拠
点
を
め
ざ
す
考

え
で
あ
り
ま
す
。

】

ま
た
、
中
世
の
国
際
港
湾
都
市
と

し
て
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る

十
三
湊
避
跡
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

中
に
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
る
方
向

で
そ
の
整
理
作
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
の
で
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

ま
た
平
成
十
五
年
か
ら
事
業
着
工

し
て
参
り
ま
し
た
相
内
・
太
田
地
区

の
圃
場
整
備
事
業
も
一
部
難
行
し
た

も
の
の
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
進
行

し
、
今
年
度
中
に
は
面
工
事
が
完
成

す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の
間
、
関
係

農
家
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
や
十
三
湊
漁
港
な
ど
の
継
続
事
業

も
計
画
ど
お
り
実
施
す
る
ほ
か
、
低

コ
ス
ト
型
簡
易
ハ
ウ
ス
建
設
事
業
や
、

十
三
地
区
荷
捌
き
施
設
の
増
築
事
業

に
も
着
手
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
村
の
財
政
は
危
機

的
状
況
に
直
面
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

「
輝
く
村
の
未
来
」
の
た
め
施
策
の

重
点
化
と
国
の
有
利
な
財
政
制
度
を

活
用
し
て
地
域
の
要
望
に
応
え
た
つ

も
り
で
あ
り
ま
す
。

「
不
安
か
ら
自
信
へ
」
持
続
可
能

な
村
づ
く
り
の
た
め
、
今
年
も
全
力

投
球
で
ガ
ン
バ
リ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
村
民
各
位
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

）
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【

四
月
十
七
日
、
市
浦
村
国
民
健
康

保
険
総
合
保
健
施
設
・
医
科
歯
科
診

療
所
新
築
工
事
が
総
合
保
健
施
設
で

行
な
わ
れ
、
関
係
者
二
百
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

商
松
村
長
が
、
「
こ
れ
を
契
機
に
、

医
科
、
歯
科
診
療
所
や
在
宅
介
謹
支

援
セ
ン
タ
ー
、
デ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
「
悠
遊
郷
」
な
ど
と
の
連
帯

を
深
め
、
新
た
に
歯
科
衛
生
士
や
、

栄
養
士
と
い
う
専
門
職
を
補
強
し
、

生
活
習
慣
の
予
防
や
各
種
健
診
率
の

向
上
、
在
宅
高
齢
者
へ
の
支
援
、
口

腔
指
導
の
強
化
を
は
じ
め
、
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

等
の
充
実
を
図
り
、
健
康
日
本
一
の

村
づ
く
り
を
め
ざ
す
考
え
で
あ
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

津
島
雄
二
衆
議
院
議
員
が
次
の
よ

う
に
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
日
本
は

世
界
で
最
高
の
所
得
額
の
国
に
な
り

ま
し
た
。
世
界
で
最
高
の
長
寿
国
、

少
子
高
齢
化
社
会
で
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
が
い
て
も
生
き
生
き
と
、
子

ど
も
も
夢
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知

識
で
高
い
意
識
を
も
つ
こ
と
が
必
要

で
す
。
市
浦
村
は
医
療
、
保
健
、
福

祉
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
先
進
地
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
市
浦
村
に
こ
の

よ
う
な
施
設
が
完
成
し
た
こ
と
は
喜

び
に
た
え
ま
せ
ん
。
私
は
、
市
浦
村

に
二
つ
の
宿
題
を
出
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

一
、
財
政
難
の
折
で
す
が
、
保
健
．

名
付
け
親
大
賞
を
受
け
取
る
成
田
美
子
さ
ん

密画W． 医
療
・
福
祉
に
後
退
が
な
い
術
築

を
す
る
こ
と
。

二
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生

士
が
意
欲
を
も
っ
て
、
地
域
医
療

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
体
制
を
盤

一戸＝

歯
科
診
療
室

ロ

難 言
→

1
ご 歩

k
世

１も痔

Ⅱ

隈

ｍ

か§
Ｆ
Ｐ
ら

恥

Ｉ
一

1，1

‘
～

琿
’崩

え
る
こ
と
で
す
。

次
に
、
工
事
関
係
者
等
に
感
謝
状
、

成
田
美
子
さ
ん
に
「
ピ
ン
コ
ロ
館
」

の
名
づ
け
親
大
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

保
健
・
福
祉
部
門

介
護
部
門
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－

少

＝
＝

世

織毫…“議脅
＝－『3’園．参､‘瓠

あ

町

▲内科診察室

嘗 一 一’ 函掴圭塾
一
宇額凸

"錘礎掴

ー

錘

､芯
－

－＝一凸一一一

1罰

一一一》
灘 鍬

諌勿

爵‘'熟，

－－

鈴

bユ
ト

さ二・ 群~~承簿鑛鰯灘患,:揮漁屋聡、
蕊
▲関東地区ふるさと市浦会より寄贈されたウォーターベット

「このマッサージ機はとても気持ちがいいよ。終わった後は
とってもすっきりするよ｡」（脇元：斉藤エイ子さん） ▲内科処置室

～診療所等の電話番号をお知らせします～

◎4月12日から診療所の電話番号が下記のとおりとなりました。

《医科診療所》電話:62-2009･FAX:27-2035《歯科診療所》電話:27-7734･FAX:27-7735

．4月17日から総合保健施設の電話番号が下記のとおりとなります。

【総合保健施設内に設置される電話番号】

《総合保健施設》電話:27-7735･FAX:27-7015《在宅介護支援センター》テレビ電話:27-7072

《訪問介護相談所》テレビ砺話：27-7071《在宅介護支援センター》電話：62-3303

．総合保健施設での業務をお知らせします。

現在の役場健康管理係・生活福祉係の一部が総合保健施設に移動します。また、在宅介護支援センター
・ホームヘルパー・訪問看護師も総合保健施設へ移動します。

１
１
１
１
１宮
Ｉ
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Ｂ
ｌ
Ｕ
■
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ｃ
ｇ
ｇ
■
Ｂ
■
・
・
●
。
■
■
Ｈ
Ｔ
９
△
■
■
ｇ
ａ
Ｂ
Ｄ
凸
７
巳
Ｕ
●
Ｕ
５
Ｈ
８
Ｄ
・
凸
■
Ｇ
ゆ
り
Ｂ
ｒ
■
・
り
０
１
■
Ｂ
■
■
ｐ
１

Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ

と
Ｉ

1

1

1

○訪問看護サービスo訪問看謹サービス○介護サービス相談

○介護訪問調査
o在宅自立支援

美
処
建

化
理
設

○健康づくり事業
c火葬場の管理

o母子保健

○栄遥指騨

○総合腱診

o畷境

○廃棄物

○処分場

ーー一－－

施設長

訪問介護係訪問介謹係生活福祉係健康管理係
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村では、平成14年2月「偶腱医療福祉包括ケアシステム」 の拠

点施設建設検討委員会を組織し、検討を重ね平成15年度事業着手

となりました。

これまで、国・青森県、関係者のご協力により、地域包括ケア

の拠点ができたことから、今後はより一層保健事業を充実させ、

村民の健康づくりを推進することにしています。

特に、 歯科診療所には歯科保健センターを併設し、し、歯科衛生士

を積極的に取りを配置するとともに、虫歯予’坊をはじめ口腔指導

組み、8020運動の推進をめざします。

また、医科診療所の医療機械も充実され、検

られることになります。

さらには、村民の健康づくりは食事によると

合保健施設に栄養士を配置し、高齢者の食事指

いきたいと考えております。ノズ盲=ｦ-／

査機能の強化が図’

ころが大きく、総

導にも力を入れて

事務室

居室(かしわ）詞
謹
－

弱
く ボランティア

j罰励室 高齢者生活福祉センター

7
居雲(もみじlJ嘱 》

》 休養室
〈和室）調

理
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廊
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庫

食
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堂
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爆
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》

相
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務
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『
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酉狡室
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医療・保健。福祉サービスを一体化して

皆さんのお宅にお届けします。

万

之

、

９
．

一
」

侭

、

一

争

い.b

１
１ 里

§

比

弓

溌

－

検診研修ホール
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／繍腱」…凝
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賑
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歳
で
あ
っ
た
弟

の
敬
司
さ
ん
を

自
宅
裏
の
浜
に

呼
び
「
父
と
母

を
頼
む
」
と
言

っ
て
出
て
い
た

の
が
最
後
の
別

れ
と
な
っ
た
。

国
太
郎
さ
ん
は

そ
の
後
、
終
戦

を
迎
え
、
ロ
シ

ア
連
邦
チ
タ
州

に
あ
る
収
容
所

に
抑
留
さ
れ
昭

和
二
十
一
年
一

月
頃
丸
太
運
搬

作
業
中
に
亡
く

な
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。

三
上
家
で
は

弟
の
敬
司
さ
ん

（
脇
元
在
住
）
妹

厚
生
労
働
省
に
よ
る
戦
没
者
遺
骨

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
身
元
が
判
明
し
た

脇
元
出
身
の
三
上
国
太
郎
さ
ん
の
遺

骨
が
三
月
二
十
三
日
、
六
十
一
年
ぶ

り
に
ふ
る
さ
と
脇
元
の
自
宅
に
帰
り

ま
し
た
。

国
太
郎
さ
ん
は
、
昭
和
十
八
年
、

旧
満
州
に
出
征
す
る
際
に
、
当
時
九

お
か
え
り
な
さ
い

～
三
上
さ
ん
六
十
一
年
ぶ
り
の
帰
郷
～

の
赤
石
ト
ミ
エ
さ
ん
（
小
泊
在
住
）

弟
の
三
上
友
冶
さ
ん
（
磯
松
在
住
）

が
遺
骨
を
出
迎
え
た
。
三
人
は
涙
な

が
ら
に
線
香
を
手
向
け
て
い
た
。

な
お
、
三
上
家
で
は
、
五
月
二
円

に
通
夜
、
翌
三
日
に
は
葬
儀
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

（

▲「どんなに待ったか」と遺骨に対面掻再を
一●一 ■ 一 伊 一 句 一 ■ 一 合 一 台 一古一々一◆ー-－一一●一●一凸一申一中一や－早一寺一●－－－◆－■－●ーユー◆一今一●一◆一舎一●一合一缶一缶一■一▲－

q交通安全ｾ曽ﾌﾃｲSOO抽選会当選書－， 三
月
二
十
八
日
、
コ
ミ
セ
ン
に
お

い
て
、
交
通
安
全
セ
フ
テ
ィ
ー
３
０

０
無
事
故
、
無
違
反
達
成
チ
ー
ム
抽

選
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
参
加
チ
ー

ム
三
十
五
チ
ー
ム
（
個
人
参
加
七
人
）

の
う
ち
、
抽
選
権
を
椎
得
し
た
二
十

二
チ
ー
ム
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
松
村
長
が
燕
蕊
故
、
無
違
反

達
成
率
は
六
割
と
低
い
の
で
大
変
残

念
に
思
っ
て
い
る
。
来
年
は
十
割
と

今
年
は
あ
か
し
や
チ
ー
ム
に

期間：平成15年5月11日～平成16年3月5日

囮チーム戦

順位INQ|チ ム名｜代表者氏名｜構成メンバー

あかしや 子
子
子
美
美

尚
秀
江
藤
晴

時

田
元
田
元
田

藤
村
藤
村
藤

７
８
９
０
１

３
３
３
４
４

第1位
ｴﾙﾑ間1WI#
50,000円

名
名
名

０
５
５

男
女
計

i"I1:l尚子8

～
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
川
抽
選
会
～

相木A 津
和
澤
本
田

島
三
大
宮
武

４
５
６
７
８

６
６
６
６
６

護

一義
由勝

忠造
裕幸

第2位

ｴﾙﾑ商品券
35,000円

は
言
わ
な
い
が
、
せ
め
て
八
割
ぐ
ら

い
ま
で
に
上
げ
て
欲
し
い
。
参
加
者

も
も
っ
と
増
や
し
、
村
民
こ
ぞ
っ
て

交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
」

と
あ
い
ざ
つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
抽
選
会
が
始
ま
り
、
代

表
者
が
、
緊
張
の
面
持
ち
で
抽
選
券

を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名
名
名

５
０
５

男
女
計

島津護13

アトム保育園父母の会 132.古川和香子
133.豊烏千香
134.岩村裕子
135.尾野桂子
136.木村せつ子

第3位
ｴﾙﾑ商,瀞
25,000円

名
名
名

０
５
５

男
女
計

古川和香126

やま組‘

囮個人戦

順位INQ|チーム名 名氏

い
当
た
り
ま
す
よ
う
に
″
抽
選
す
る

チ
ー
ム
代
表

第1位
ｴﾙﾑ商I蹄
10,000円

ヘイポー 153.相馬孝雄3(）

第2位
エルム商品瀞
7,000円

アトム保育園父母の会
やま組①

132古川和香子26

第3位
エルム簡品券
5.()0()円

’ ヘイポー 158.工藤「Ⅲ美30
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７
肌
ミ
．

愛
留
美
の
会
（
会
長
・
黒
川
泰
子
）

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
分
別
し
た
ア
ル

ミ
缶
の
収
益
金
の
一
部
で
、
市
浦
小

学
校
に
カ
ー
テ
ン
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

葛
西
武
彦
校
長
は
「
小
学
校
建
設
以

来
取
り
替
え
て
お
ら
ず
、
損
傷
が
激

し
く
子
ど
も
た
ち
が
手
を
か
け
る
と

裂
け
る
状
態
だ
っ
た
の
で
今
回
の
寄

贈
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

黒
川
会
長
は
、
「
村
民
や
、
他
町

村
の
人
た
ち
も
プ
ル
タ
ブ
を
わ
ざ
わ

ざ
届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
方

た
ち
に
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
こ

|よりよい合騰をめざして 快
適
な
学
校
生
活
を
カ
ー
テ
ン
寄
贈

愛
留
美
の
会
（
会
長
黒
川
泰
子
）

～第2回百八委員α会～

4月6日青森あすなるホール市浦において

開催され、会員80人が出席しました。

村長より現在の状況の説明がされました。3

月末、五所川原市に正式に合併協議会設置の申

請をしました。五所川原市は、今回の人事異動
で合併協議会対策室を設け、兼務2人、専任3

人を配置しました。

市浦村でも、合併協議会対策室長を一人、専
任職員を一人配置し、いつでも派遣できる体制
を整えました。と今後の予定を述べました。 れ

か
ら
も
次
の
目
標
に
向
け
て
頑
張

り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

△黒川会長より目録を受け取る葛西校長張

一■－－－●－－－÷－－－－－e－－－e一子一■一■ー■一●一~一守一●_－－－士一一一一一一一雫一一一一一一一一一今一今一口ー■一等一ヰー晶一畢一■一与一■一■－

東
京
相
内
会
（
青
山
力
会
長
）
恒
例

の
上
野
公
園
花
見
会
が
、
四
月
四
日

開
催
で
企
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日

は
早
朝
か
ら
雨
模
様
と
な
り
、
気
温

も
低
下
し
て
、
花
冷
え
の
日
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
会
場
を
浅
草
の
料
亭

「
鮒
忠
」
に
移
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
花
よ
り
だ
ん
ど
の
こ
と
わ
ざ
の

と
お
り
、
用
意
さ
れ
た
料
理
を
お
い

し
そ
う
に
つ
ま
み
、
酒
を
酌
み
交
わ

し
、
久
し
ぶ
り
に
津
軽
弁
を
交
わ
し
、

心
温
ま
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
お

り
ま
し
た
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
三
十
人

を
超
え
る
上
野
公
園
花
見
会
の
宴
会

確
保
は
大
変
な
も
の
で
、
前
夜
か
ら

寝
袋
を
持
参
し
、
数
名
で
、
寝
ず
の

番
を
し
て
確
保
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
た
こ
の

伝
統
行
事
を
守
り
通
し
て
、
二
十
七

年
の
歳
月
が
流
れ
た
と
の
こ
と
。

東
京
相
内
会
だ
よ
り

成
田
義
正
（
相
内
）

▲外は雨でもハートは満開〃

一
蕊
綴
舞
踊
島

年
に
一
度
、
生
ま
れ
故
郷
の
人
々

と
笑
顔
を
交
わ
し
、
飾
り
気
の
な
い

国
訓
り
で
語
り
合
う
花
見
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
同
胞
の
心
の
絆
を
大

切
に
頑
張
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
。
今
年

は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し

た
が
、
来
年
は
、
桜
吹
雪
の
中
で
虫

送
り
の
お
嚇
子
に
心
躍
ら
せ
、
陽
気

に
は
し
ゃ
ぐ
様
子
が
再
現
さ
れ
る
で

１
』
し
土
、
句
ノ
○

三
月
十
八
日
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
北
五
ブ
ロ
ッ
ク

「
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
組
織

活
動
活
性
化
研
修
会
が
行
な
わ
れ
津

軽
地
方
か
ら
約
六
十
人
が
集
ま
り
ま

し
た
ｃ「

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
全
国
生
涯

学
習
ま
ち
づ
く
り
協
会
コ
ー
デ
ィ
ネ

…|…_
～4名が加わりました～

「
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
」
を
め
ざ
し
て

津軽広域農業
共済組合推薦

村元則美さん

津軽北部農業
協同組合推薦

伊南忠雄さん －
タ
ー
の
渡
部
一
清
氏
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
「
三
な
い
運
動
」
贈
ら

な
い
。
求
め
な
い
．
受
け
取
ら
な
い

を
確
認
し
、
投
票
率
を
高
め
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
問
題
提

起
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
域
の
ユ

ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト

等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
全
体
討
議
が
行
な
わ
れ
、

午
前
中
、
問
題
提
起
さ
れ
た
「
投
票

率
を
高
め
る
た
め
に
は
」
に
つ
い
て

も
活
発
な
意
見
が
交
わ
き
れ
ま
し
た
。

市浦村村議会推薦

三和めよ子さん

市浦村村議会推薦

工藤富子さん

こ
‐
智
雫
凶

．
』

み
■

塩
詞



うち
．
今
年
度
採
用
さ
れ
た
（
臨
時
含
む
）

池
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

広 00

★
出
身
地
相
内

★
趣
味
ス
ポ
ー
ツ
、

★
特
技
暗
算

三
月
ま
で
高
校
生
だ
っ
た
の
で
、

一
日
も
早
く
一
人
前
の
社
会
人
に
な

ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
毎
日
で
す
。

正
直
い
っ
て
仕
事
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か

り
ま
せ
ん
。
間
違
い
の
連
続
で
す
。

先
輩
方
は
そ
ん
な
自
分
に
対
し
て
で

も
叱
ら
ず
優
し
く
ご
指
導
し
て
く
だ

さ
る
の
で
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

社
会
人
と
学
生
の
大
き
な
違
い
は

お
金
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
お
金
を
も
ら
っ
て
仕
事
す

る
以
上
は
年
齢
に
関
係
な
く
プ
ロ
で

す
。
プ
ロ
意
識
を
持
ち
、
向
上
心
を

忘
れ
な
い
で
、
大
好
き
な
市
浦
村
に

尽
く
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

村
民
の
方
々
と
の
距
離
を
縮
め
る

た
め
に
も
、
夕
焼
け
野
球
を
や
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

ｆ
ｊ
ｊ
ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
霞
す

なるみ

鳴海
よしひで

好秀

般
後
に
、
役
場
で
自
分
を
み
か
け

た
ら
、
気
軽
に
声
を
お
か
け
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
緊
張
を
ほ
ぐ

し
て
く
れ
、
と
て
も
仕
事
に
も
や
る

気
が
湧
い
て
き
ま
す
。

☆
出
身
地
太
田

★
趣
味
映
画
鑑
賞

☆
特
技
サ
ッ
カ
ー

こ
の
就
職
難
の
時
代
に
地
方
公
務

員
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
と
て
も
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
、
い
ま
ま
で
自
分
を
支
え
て
く

れ
た
両
親
、
学
校
の
先
生
方
に
は
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
一
日
も
早
く
一
人
前

の
職
員
に
な
る
た
め
に
、
上
司
の

方
々
や
、
住
民
の
皆
様
の
助
け
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
そ
の
際
は
ご

指
導
の
方
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

役
場
の
仕
事
は
、
村
の
皆
様
が
い

て
、
初
め
て
成
り
立
つ
仕
事
な
の
で
、

一
日
も
早
く
み
な
さ
ま
の
役
に
立
つ

た
め
に
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

Iなら たく や

奈 良 卓 弥 一

★
出
身
地
太
田

★
趣
味
温
泉
め
ぐ
り

★
特
技
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

私
は
、
三
十
歳
で
新
採
用
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
経

験
を
生
か
し
つ
つ
、
新
し
い
仕
事
を

勉
強
し
な
が
ら
、
住
民
の
み
な
さ
ま

■平成1G年4月1日付市浦村職舅人事移動。
L』

氏名’現職｜備考名職

’
課 長級
総務課副参事兼市町村合併対策

室便事務取扱
住民棉祉課副参事兼保健施設長
蛎務取扱

一

"I:11和廠

奈良勝義

総務課副参11･

住民福祉課副参訓’

質課長補佐級
住民福祉課主幹兼健康管理係便 住民禰祉課主幹兼生i錦祉{縦越谷悟 おさりひでみ

長利豪美
係長級
総務課総務係長兼市町村合併対

策室対策係事務取扱
総務課総務係長(防災担当）
総務課総務係長(戸籍担当）
総務課企画財政係長(企画担当）

柏谷哲治

三和不二義
山内洋子
佐藤みど子

総務課総務課係長

総務課総務係主任主査
住尉細;継蒲福祉係鞭任主査
総務課企画財政係主任主在

策室
総務
総務
総務

格
格
格

封
昇
昇

★
出
身
地
北
海
道
浦
河
市

★
趣
味
ド
ラ
イ
ブ
（
遠
方
で
は

八
戸
ま
で
出
か
け
る
こ
と
も
）

★
特
技
ス
キ
ー
（
学
校
時
代
九

年
間
も
や
っ
て
い
た
）

に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主任主査級
総務課総務係主任主査
依民福祉課生活福祉係主任主森

住民桶祉謝荊納:係剥跳猫
アトム保育|刺保育-t

寺
西

小
藩

裕子
|雄子

主 査 級
住民福祉課健康管理係主査
出納室出納係主査
教育委員会出向(生涯学習)係主査

任用替
任用替
任用替

松橋知子
宮川恵美子
奈良和之

住民福祉課健服管理係
鵬納室出納係
教育委員会出向(4擁学習係）

やまだふみか

I1田聿力I日Ⅱ
(I"IIず採用）

単 労 職
総務課運転技能員
盤伽株式会社オペI
教育婆貝会出向(T
務蜘）
教育委貝会(市浦中
教育委員会(市浦小

岡本隆加

奈良ふみ子

鞠西くみ子
相川由紀子

産業建設課除諏オペレ
ーター

出納室出納係

市浦小学校給食蹄
市浦中学校給食州

貝（卜壼湖環境
ベレーター）
（市浦r巾帯:校川

|i中学校給食姉）
Ii小学校給食婦）

北
海
道
浦
河
市
で
夫
と
知
り
合
い

市
浦
村
の
脇
元
に
嫁
い
で
き
て
五
年

に
な
り
ま
す
。
市
浦
村
の
印
象
は
自

然
に
囲
ま
れ
て
食
材
が
豊
か
な
所
で

す
。
津
軽
弁
が
難
し
く
い
ま
だ
に
わ

か
り
ま
せ
ん
。

健
康
に
な
る
た
め
に
は
、
栄
養
と

休
養
と
運
動
が
必
要
で
す
。
そ
の
栄

養
面
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
に
あ
っ
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け

て
ノ
、
だ
さ
い
。

新採用（主事補）
総務課総務係主事補
産業建設課産業振興係主事補
教育霧員会出向(文化財係)主難袖

鳴海好秀
奈良卓弥
長利豪美

退 職 者
く平成16年3月31日付退職）

住民偏祉課課長補佐兼生榊福ｲ11

総括係長
市浦｢'1学校給食婦
市浦小学校ﾊ1務貝

蝋川泰子

工藤良一｣邑
峨烏サチ
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思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
か
け
め
ぐ

り
ま
し
た
。
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一
言
盧
蕊

申

■■
3－今一個

思
い
出
を
語
る

お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
先
生
方
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
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広報しうち⑫

一
『
Ｉ

一
国
爆

去
る
平
成
十
五
年
八
月
～
十
六
年

一
月
迄
国
民
健
康
保
健
に
加
入
し
て

い
る
市
浦
村
村
民
で
四
十
五
歳
以
上

の
、
総
合
検
診
時
に
、
高
血
圧
、
高

脂
血
症
、
糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
生
活

習
慣
病
の
要
指
導
の
方
を
対
象
に
第

一
次
予
防
と
し
て
海
遊
館
で
の
タ
ラ

ソ
テ
ラ
ピ
ー
（
海
洋
療
法
・
温
海
水

を
使
用
し
た
水
中
運
動
ど
主
と
し
て
）

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
条
件
は
、

最
低
週
二
回
（
上
限
週
四
回
）
六
ヶ

月
間
継
続
可
能
な
方
と
な
り
、
参
加

者
は
、
〔
表
１
－
に
示
す
よ
う
に
男

性
七
名
、
女
性
二
十
一
名
の
二
十
八

名
で
す
。
参
加
者
の
平
均
は
六
八
・

五
歳
、
年
齢
分
布
は
一
表
２
－
に
示

す
通
り
六
十
代
、
七
十
代
が
七
割
を

占
め
ま
し
た
。

皆
様
海
遊
館
で
楽
し
く
健
康
づ
く

り
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

’
●
０
１
０
１
，
１
・
４
■
Ｉ
！
！
ｉ
１
，
１
，
恥
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
‐
‐
駅
魎
脚
Ⅱ
。
’
廊
川
‘
Ⅱ
０
６
，
日
？
■

Ｉ
ＩＩ
Ｉ

菫
霊
羨
報 完気力1い涌信
塗
巨
】

'30卦
一 一一

ぞ
れ
目
標
を
立
て
て
運
動
だ
け
で
な

く
日
々
の
生
活
習
慣
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
も
行
う
こ
と
で
、
日
常
的
に
ご
自

分
の
体
、
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高

め
て
頂
い
た
よ
う
で
す
。
終
了
し
た

今
で
も
毎
回
血
圧
や
体
重
、
体
脂
肪

な
ど
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
特
に
血
圧
な
ど
は
体
調
を
大
き

く
反
映
す
る
の
で
、
毎
日
確
認
す
る

事
で
体
調
管
理
に
大
き
く
役
立
ち
ま

す
。
六
ヶ
月
に
及
ぶ
長
期
で
す
が
、

逆
に
長
期
的
に
目
標
を
立
て
る
事
で

無
理
な
く
確
実
に
成
果
を
出
す
こ
と

が
出
来
た
よ
う
で
す
。
こ
の
紙
面
で

全
部
を
報
告
す
る
の
は
ム
リ
で
す
の

で
先
ほ
ど
も
出
た
血
圧
に
関
し
て
の

報
告
を
致
し
ま
す
。
事
業
ス
タ
ー
ト

の
八
月
と
中
間
の
十
月
、
終
了
時
の

一
月
で
の
参
加
者
の
血
圧
の
推
移
を

F:国保事業割U者の血圧の変動】
|-◆一殿高血圧一■一般低血圧
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｜

■
冗
可

処
ご

フ
グ

一
６●６７ ■74．3

10月 1月8月

表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
最
高
血
圧
に

関
し
て
は
平
均
十
五
も
下
が
っ
て
お

り
、
定
期
的
な
海
遊
館
で
の
健
康
づ

く
り
の
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。
勿

論
運
動
だ
け
が
全
て
で
は
な
く
日
々

の
様
々
な
生
活
習
慣
が
影
響
し
て
い

ま
す
。
皆
様
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
健
康

の
三
要
素
（
運
動
、
栄
養
、
休
養
）
が

表
す
通
り
日
々
の
運
動
や
食
事
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
こ
の
国
保

事
業
を
き
っ
か
け
に
ご
自
分
の
健
康

に
対
す
る
意
識
も
大
き
く
変
わ
ら
れ

た
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

現
在
も
健
康
市
浦
型
と
題
し
、
一

年
間
の
健
康
づ
く
り
事
業
に
参
加
さ

れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
運
動
が
い

い
の
は
わ
か
っ
て
い
て
も
な
か
な
か

始
め
ら
れ
な
い
、
続
け
ら
れ
な
い
と

言
う
方
、
半
年
、
一
年
と
は
考
え
る

と
気
が
遠
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
ま

ず
は
、
海
遊
館
で
そ
の
き
っ
か
け
作

り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ス
タ
ッ
フ

一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
～
す
！

侯
鰕
灘
稀
Ａ
矛
俊
幽

皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
去
る
四

月
二
十
一
日
㈱
に
地
中
海
レ
ス
ト
ラ

ン
Ｆ
・
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
市
浦
で
も
本
格
的
な
地

中
海
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
シ
ェ
フ
の
北
澤
さ
ん
は

五
所
川
原
で
十
五
年
も
地
中
海
料
理

灘

丁

を
や
っ
て
い
る
こ
だ
わ
り
派
の
シ
ェ

フ
で
す
。
普
段
見
て
い
る
夕
日
も
パ

タ
ー
タ
で
お
食
事
を
し
な
が
ら
眺
め

る
と
ま
た
違
っ
て
見
え
る
間
も
知
れ

ま
せ
ん
ね
。
プ
ー
ル
上
が
り
の
コ
ー

ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
や
お
子
様
の
好
き
な

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
ピ

ッ
ツ
ァ
な
ど
各
種
お
持
ち
帰
り
も
出

来
て
お
帰
り
う
の
時
間
に
合
わ
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
お
食

事
だ
け
の
ご
利
用
も
大
歓
迎
で
す
。

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

["Ⅷ加必皿加5｡e目のラツキーマンデー
5月17日アルゴパツク半額通常3,000円吟1,500円
ローーーーーーー一一一一ユーニ上ご陣一一一一e､茜五

24日バンジェ半額通常1,500円吟750円

31日全オプシヨントリ－1､メントが30%OFF
運動プログラム無料開放

6月7日先着20名入館料半額、連動プログラム無料開放

14日アルゴパツク半額通常3,000円吟1,500円

2旧バンジェ半額通常1,500円吟750円

31日全オプション1､リー1､メントが30%OFF

６
■
Ⅱ
Ｉ
０
０
ｇ
Ｉ
４
Ｂ
９
Ｉ
１
９
０
ｑ
４
宮
ｆ
Ｊ
８
ｆ
ｌ
Ｈ
・
’
１
１
１
０
Ⅱ
■
１
１
１
１
１
１
４

１

★
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ

ａ
六
二
－
二
九
二
九
（
直
通
）

詞遁飼は毎週圓唱目迩陶トク99’ 1

1

会員制度の変菫のご案内'ボ
★煩わしい毎月のお支払い、忘れがちな有効期限判りやすくします！
①口座振替がスタート（6月1日～）
②効期限を統一します。1日～末日迄
③口座振替移行キャンペーン（5月1日～6月30日）

＊期間中に移行された方は最高2か月分の会費サービス＊
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～保存しおきましょう～

圏学校関係行事予定 囮社会教育事業予定表
月
－
５
’
５
｜
加
一
３
’
３
’
３

繩
一
日
一
日
一
日
一
木
一
土
一
水

日
一
恥
一
羽
一
五
３
’
昭
一
羽

行 事

市浦中学校運動会

市浦小学校運動会

市浦中学校文化祭

市浦分校卒業式

市浦中学校卒業式

市浦小学校卒業式

名 備考 月
－
５
’
６
－
６
－
６
’
６
－
７
ｌ
７
ｌ
８
－
８
－
８
ｌ
８
－
９
－
叩
一
ｕ
｜
廻
一
廻
一
ｕ
－
２
ｌ
２

曜日事業名

土しうら子ども未来塾開塾式

火地域子ども教室事業

子育て講座

女性教養講座

火モデル学習プログラム|ﾘH発事業

木ふｵLあい鯛燃駿単習(上ﾉ剛I内児童との交榊

水ジュニアリーダー研修会

月坊様踊り誰習会

水十三の砂山踊り諦習会

土成人式

月寿大学開講式

火ふれあい交流体験学習

土ふるさとまつり

火IT講習会

火ロド先生の英会話教室

士ドッジボール大会

日親子門松づくり講習会

土鯵ヶ沢移動スキー教室

日生涯学習推進大会

日
一
別
－
１

備考

年10回の活動

～3月

年5回の|淵催

年6回

~16日㈱

子ども会主樅

～3日㈹

～5日附

塑
一
賜
一
認
－
２
’
４
－
陞
釦
一
刻
一
即
一
随
一
７
｜
妬
一
妬
－
５
｜
別

月
一
水

囮社会体育事業予定表
月
－
６
ｌ
７
－
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
９
－
叩
一
ｕ
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
３

感
一
火
一
日
一
土
一
土
一
日
一
土
一
土
一
日
一
日

事業名備考

ふれあいゲートボール大会年4回

県民生涯スポーツフェスティバル参加

B&G県スポーツ大会開催開催地．市榊1

県民体育大会参加～22日

県民駅伝大会参加

トリム野球大会開催～26日

村民健康ウォーキング

小学生バレーボール交歓大会開催

小学生フットサル交歓大会開催

ナイターソフトバレーボール大会開催

市浦村スポー.ツ賞授与式

町内会親善スポーツ大会

日
－
８
４
釦
一
刻
－
５
｜
妬
－
２
｜
勿
一
詔

年5回の開催

上ノ国IIIT'､

～31日（日）

~19日

～9日

子ども会主催

園文化財行政重点施策
・十三湊遺跡本報告書の刊行

・十三湊遺跡国史跡指定の実現に向けての事務及び整理作業雑

「
童
話
と
の
出
合
い
を
大
切
に
、

心
に
た
く
さ
ん
の
栄
義
を
蓄
え
て
ほ

し
い
。
そ
の
手
助
け
が
出
来
れ
ば
」

と
、
青
山
久
子
さ
ん
（
十
三
）
が
中

心
と
な
り
、
読
書
サ
ー
ク
ル
「
浜
千

鳥
の
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
は
五
名
で
、
会
員
は

常
時
募
集
と
の
こ
と
。
毎
月
第
一
、

三
火
曜
日
の
十
時
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
紙
芝
居
を

春
の
定
期
異
動
で
市
浦
村
教
育
委
そ
し
て
、
市
浦
の
こ
と
を
も
っ
と

員
会
に
社
会
教
育
主
事
と
し
て
派
遣
知
り
、
市
浦
の
社
会
教
育
が
充
実
で

に
な
っ
た
工
藤
で
す
。
十
三
小
学
校
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

に
五
年
、
市
浦
小
学
校
に
三
年
、
市
今
ま
で
学
校
と
い
う
視
点
か
ら
、

浦
は
合
計
で
八
年
間
お
世
話
に
な
り
人
づ
く
り
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
異
動
し
た
気
れ
か
ら
は
、
市
浦
村
（
社
会
教
育
）

が
し
て
い
な
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
と
い
う
視
点
で
活
動
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
に
な
り
ま
す
。
村
民
の
み
な
さ
ん
に

こ
れ
だ
け
い
れ
ば
、
市
浦
の
こ
と
お
世
話
を
か
け
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

は
よ
く
わ
か
る
と
い
う
自
負
が
あ
っ
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ

Ｉ
く
く
く
Ｉ
Ｉ
く
Ｉ
く
Ｉ
く
く
く
く
Ｉ
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
１
く
く
く

読
書
サ
ー
ク
ル
ノ

ー
浜
千
鳥
の
会
」
発
足

ー

』

△マ

コ
ー

ー

ー

I

派遣社会教育主事

工藤龍志さん 里､狸

作
っ
た
り
、
読
み
聞
か
せ
の
研
修
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
活
発
で
、
四
月
十
七
日
由

に
は
、
車
力
村
の
「
読
み
聞
か
せ
フ

ェ
ス
タ
」
に
参
加
し
、
実
演
。
参
加

者
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

た
の
で
す
が
、
実
際
自
分
の
事
業
を

進
め
て
い
く
と
顔
は
分
か
っ
て
い
る

が
名
前
が
分
か
ら
な
い
ど
、
？
？
？

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
自
分
の
知

識
不
足
等
に
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。そ

こ
で
、
は
じ
め
は
顔
を
覚
え
た

い
と
思
い
、
今
は
、
そ
の
た
め
に
東

奔
西
走
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

脚卯幽かu〃ﾕズ

』

鯉
卸
猟
趣
腰 園I■画

■
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r－－得
宗
過
所
船
旗
（
複
製
）
鎌
倉
時
代
（
文
永
九
年
・
一
二
七
二
）

文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
二
月
、
執
権
・
北
条
時
宗
（
相
模
守
）
が
徳
勝
丸
に
与

え
た
自
由
通
行
証
。
三
つ
ウ
ロ
コ
は
北
条
氏
の
紋
。

内
も
じ
よ
ぶ
ｔ
人

弓
訣
・
ふ
ぐ
岨
も
八
４
３

大
乗
院
は
奈
良
興
福
寺
の
門
跡

二
門
を
統
領
す
る
寺
）
で
、
同
寺

の
記
録
は
中
世
資
料
と
し
て
貴
重
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
国

立
公
文
書
館
の
内
閣
文
庫
で
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
浦
村
で
は
、
こ
の

I【－ー

今
回
は
歴
史
民
俗
資
料
館
で
公
開

だ
い
と
。
《
う
帥
人
も
人
じ
上
Ｌ
用

展
示
し
て
い
る
「
大
乗
院
文
書
・
沙

み
催
ん
あ
か
わ
卵
の
り
ふ
冬
ご
ん
じ
ょ
う
じ
Ｊ
、
訓

弥
本
阿
河
代
則
房
言
上
状
」
（
複
製
）

，
、
く
そ
、
↑
か
し
、
一
せ
人
息

や
「
得
宗
過
所
船
旗
」
（
写
真
展
示
）

に
つ
い
て
紹
介
し
な
が
ら
、
十
三
湊

・
安
藤
氏
と
つ
な
が
り
の
深
い
鎌
倉

峰
や
引
哩
上
う
し

幕
府
執
権
・
北
条
氏
や
日
本
海
交
易

の
一
端
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
大
乗
院
文
書
・
沙
弥
本
阿

代
則
房
言
上
状
」
と
は
？

図
本
源
寳
働
易
塗
北
条
陵

史
料
の
一
部
を
複
製
し
て
展
示
し
て

い
ま
す
。

さ
て
、
十
三
湊
の
発
掘
調
査
で
出

土
す
る
多
く
の
陶
磁
器
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
、
遅
く
と
も
鎌
倉
時
代
後

期
（
十
四
世
紀
代
）
に
は
多
く
の
商

か
い
せ
ん
息
人

人
や
廻
船
人
た
ち
が
乗
っ
た
船
が
日

本
海
域
を
頻
繁
に
往
来
す
る
活
発
な

交
易
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
て
い
ま
す
。

先
の
「
大
乗
院
文
書
」
に
よ
れ
ば
、

か
げ
ん

嘉
元
四
年
二
三
○
六
）
九
月
、
越

み
く
に
み
な
と

き
き
ら
ぬ
と
ぎ
Ｉ

前
三
国
湊
の
住
人
な
ど
が
佐
幾
良
泊

に
つ
い
た
大
船
を
漂
着
船
と
み
な
し

号
け
ら
そ
で

て
、
鮭
・
小
袖
な
ど
の
積
荷
を
奪
い

取
る
事
件
が
お
き
て
い
ま
す
。

陣
う
じ
丘
う
づ

越
中
国
放
生
津
（
富
山
県
新
湊
市
）

催
ん
あ

住
人
本
阿
を
船
主
と
す
る
こ
の
船
は

Ｌ
Ｐ
ｂ
且
Ｏ
Ｌ
Ｆ
■

〃
１
，
も

'、．
～△__一-一一_‘一

と
く
そ
う
か
し
ょ
せ
ん
き

「
得
宗
過
所
船
旗
」
に
つ
い
て

力
八
ｋ
斗
ご
め
ん
Ｕ
が
淵
ふ
れ

「
関
東
御
免
津
軽
船
」
二
十
艘
の
う

心
期
ふ
れ

ち
随
一
の
大
船
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

畑
＆
り
・
の
う

鎌
倉
幕
府
か
ら
関
料
（
通
行
税
）
免

除
の
特
権
を
も
ら
い
、
津
軽
か
ら
越

前
・
若
狭
あ
た
り
ま
で
の
日
本
海
を

航
行
し
た
商
船
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

喜
冊

か
っ
て
い
ま
す
。
押
収
さ
れ
た
鮭
や

こ
そ
で

＆
へ
津
Ｌ
心
可

小
袖
は
、
当
時
、
蝦
夷
地
と
呼
ば
れ

た
北
海
道
な
ど
の
北
方
産
物
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
袖
は
中

国
大
陸
の
北
廻
り
経
由
で
入
っ
て
き

え
ぞ

た
中
国
製
の
絹
織
物
（
の
ち
に
蝦
夷

腱
＃錦

と
呼
ば
れ
る
）
の
可
能
性
も
十
分

考
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
本

い
ん
あ
あ
み
涯
言
３

文
に
登
場
す
る
本
阿
は
、
阿
弥
陀
号

Ｌ
Ｌ
曲
斗

を
名
前
に
も
つ
時
宗
（
一
二
七
六
年

し
へ
ん

の
一
遍
に
よ
る
開
宗
。
浄
土
教
の
一

僻
心
や
え
ん
じ
４

派
）
の
結
縁
者
で
あ
り
、
当
時
の
廻

船
人
や
商
人
が
も
つ
宗
教
的
な
性
質

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
活
発
に
な
っ
た
日
本

海
域
を
舞
台
と
し
た
交
易
活
動
に
、

し
つ
叶
人

鎌
倉
幕
府
執
権
と
し
て
実
権
を
握
っ

た
北
条
氏
は
、
越
前
国
を
除
く
北
陸

Ｌ
叩
ご
し
き

諸
国
の
守
護
職
（
国
ご
と
に
置
か
れ

た
軍
事
・
驚
察
権
を
も
つ
機
関
）
に

な
り
、
北
は
津
軽
か
ら
南
は
若
狭
ま

で
の
日
本
海
の
主
要
な
湊
を
支
配
す

る
一
方
で
、
先
ほ
ど
示
し
た
よ
う
に

お
“
ふ
れ
か
し
上
世
ｔ
ｎ
ｊ
う

大
船
に
過
所
（
関
料
免
除
の
通
行
許

可
証
）
を
発
行
し
、
海
上
交
通
を
支

と
く
そ
ら
か

配
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
得
宗
過

し
・
・
せ
人
４

瞬
心
人

所
船
旗
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
文

可
尺
部永

九
年
二
二
七
二
）
二
月
、
執
権

と
き
し
鑑

‐
」
雷
ｆ
、
ｆ
④
凸
凸
○
節
０

・
北
条
時
宗
（
相
模
守
）
が
、
徳
勝

ｆ
ろ丸

（
船
名
）
に
与
え
た
自
由
通
行
許

可
証
の
こ
と
で
す
。

《
』

こ
れ
は
鎌
倉
時
代
か
ら
若
狭
国
多

が
ら
寸
５
今
．

上
》

烏
浦
（
福
井
県
小
浜
市
田
烏
）
の
刀

ね補
職
（
港
湾
の
取
締
り
役
人
）
を
勤

唯
た
い

め
た
秦
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
す
。

実
は
こ
う
し
た
中
世
の
日
本
海
交

（

灘
一一凸竺斑

q4

ママ一 一 － － ■ 望一ﾛ画q旬一ニプ

【

蕊
騨
撒
箭
驚
蝶
箪
噸
詩
飽
乙
璽
暴
池
曝
抑
鰕
永

猟
溌
慨
禦
催
欺
蛎
競
＃
霧
撚
歳
・
孟
鍋
啄
轄
背
製
呼
黒

汐
郡
蕊
鼎
芋
聯
爺
鵬
刈
滑
＃
ず
亨
万
鞭
鮮
塔
，
葬
り
一
雨
雛
庭

詳
言
靜
愈
騰
鷺
蕊
下
職
警
粂
鴬
脅
擁
欺
全
般
鮮

赫
織
篝
払
下
灌
丁
伽
鐘
苛
迄
側
痢
紫
鈴
聯
ｒ
ｒ
維
光
獅
簡
癖
や
重
荷
擦
末
必
琴
掩
恥

繩
轆
叩
擁
黍
操
作
’
四
御
ツ
李
総
碁
輝
鋪
蛎
錐
勢
γ
這
澪
唾
怯
繼
か
一
侯
調
鍔
啼
畢
下
孝
一
纒
李
鰕
冬
綺
耀
《

嚴
蕪
蕊
勝
鴬
堂
卿
擢
§
嚴
勝
師
牒
儒
萱
年
考
異
擦

易
の
実
態
を
示
す
中
世
史
料
は
、
非

常
に
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。

そ
の
た
め
十
三
湊
の
発
掘
調
査
は

文
献
史
料
が
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
当
時
の
生
活
の
実
態
を
地

中
深
く
か
ら
発
見
し
、
中
世
史
の
空

白
部
分
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。（

文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
榊
原
滋
高
）

ノ
●
・
心
ゞ
踵
．
‐
鰹
童
国
海
匪
Ｉ

｜

’
｡

１
１
１

蕊’
4

－(｜
ｰLu

、I

篭
沙弥本阿代則房言上状(大乗院文書）室町時代

、茸ｩ

弓
｝
側
ｑ
’
ず
小
心
ぱ
田
‐
’
‐
Ｌ
ゾ
レ
』
《
「
‐
０

■ ■ ‐

句■

ダ

・
１
町
田
Ｕ
１
ｑ
ｊ
内
向
‐
伜
。
ｎ
卜
‐

埋
蔵
堂

鯛
鰯
鰯
醗

悪
い
》
額

韓
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Ａ
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
国
民
年
金
の

保
険
料
の
こ
と
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
は
い
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
さ
ん
わ
た
し
は
現
在
大
学
生
で
す

が
、
先
日
、
大
学
の
先
誰
か
ら
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
の
こ
と
を
剛
き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

窓
口
わ
か
り
ま
し
た
。
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

平
成
十
一
年
四
月
よ
り
、
鬮
民
年
金
制

度
に
「
学
生
納
付
時
例
制
度
」
が
新
た
に

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
学
生

被
保
険
者
本
人
に
収
入
が
な
い
場
合
で
あ

っ
て
も
、
学
生
の
親
に
一
定
の
所
得
が
あ

れ
ば
、
学
生
に
係
る
国
民
年
金
の
保
険
料

は
免
除
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
で
は
、
学
生
本

人
の
所
得
に
限
り
判
定
の
対
象
と
す
る
こ

と
と
な
っ
た
た
め
、
学
生
納
付
特
例
の
申

請
を
し
て
も
ら
い
、
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
れ
ば
、
学
生
期
間
中
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猟
予
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

b
C

:【お得ぢお知らせ］
■

：国民年金には保険料を前も

§って一括で納めることで､割
：引納付できる制度があります。
：納付は、4月に送付される

#納付書の｢前納用｣を使用し
：ていただき、4月中に1年分
言をまとめて納付しますと、
副12ケ月分で2'830円（6ケ
：月前期前納の分で650円、後
口期前納は10月納付で650円）
画の割引となります。
:なお、4月からはコンビニ
ロ（サンクス・デイリーヤマザ

：キ・ミニストップ・サークル
BK･ローソン）での納付も可

能ですのでご利用ください。
：また、納付書がない場合や、
§4月や10月以外の期間につ
：いての前納については、弘前

社会保険事務所（国民年金第
§二課・電話0172-27-1338）
属に相談いただければ、随時『前
’納用jの納付書を送付いたし

：ます。
◆仙宕BU侭勿■■9【■,U駅5BH館09

ｒ
ｑ
載
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■
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り
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両
甚
句
宜
偶
沙

Ａ
さ
ん
ど
の
よ
う
な
学
校
の
学
生
が

対
象
と
な
る
の
で
す
か
。

窓
口
具
体
的
に
は
、
学
校
教
育
法

で
定
め
る
大
学
、
短
大
、
勘
等
専
門
学
校

専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
の
学
生
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
、
夜
間

・
定
時
制
課
程
ま
た
は
通
信
制
課
程
の
学

生
・
生
徒
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
猶
予
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

窓
口
こ
れ
ま
で
、
一
般
的
に
稼
得

能
力
の
な
い
学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
、
そ
の
親
が
子
ど
も
の
学
雛
、
生

活
溌
な
ど
の
仕
送
り
の
他
に
保
険
料
ま
で

納
付
す
る
こ
と
は
負
担
が
大
き
い
と
い
っ

た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
意

見
を
踏
ま
え
、
学
生
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
で
あ
れ
ば
、
親
に
保
険
料
の
負
担

を
求
め
る
こ
と
な
く
、
学
生
本
人
が
学
校

を
卒
業
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
保
険

料
を
支
払
う
こ
と
を
期
待
し
て
、
学
生
期

間
中
の
保
険
料
納
付
に
つ
い
て
は
猶
予
す

る
と
い
う
の
が
こ
の
制
度
の
趣
旨
で
す
。

Ａ
さ
ん
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ

掌
生
納
櫛
特
例
制
度

邸
、
品
ａ
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た
期
間
に
つ
い
て
は
、
将
来
年
金
を
も
ら

う
と
き
に
反
映
さ
れ
る
の
で
す
か
。

窓
口
た
と
え
ば
、
大
学
を
卒
業
し

て
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
学
生
納
付
特

例
期
間
に
つ
い
て
の
保
険
料
を
納
め
た
場

合
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
、

あ
と
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
を
「
追
納
」

と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
追
納
で
き
る
期
間

は
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
と

き
か
ら
十
年
間
と
な
り
ま
す
。

Ａ
さ
ん
学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
保

険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
追
納
し

な
か
っ
た
場
合
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か
。

窓
口
今
ま
で
の
学
生
免
除
制
度
で

は
、
免
除
承
認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

追
納
し
な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
保

険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の
一
の
年
金

額
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
学
生
納
付
特
例
期
間
に

つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
保
険
料
の
納
付

猶
予
期
間
と
の
考
え
方
か
ら
、
追
納
き
れ

な
か
っ
た
場
合
は
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ず
、
受
給
権
発
生
の
た
め
の
資
格
期
間
に

の
み
錬
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
万
が

．
、
隙
審
や
遡
族
が
残
っ
た
と
き
で
も
障

害
雅
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
は
満

額
支
給
さ
れ
ま
す
。

Ａ
さ
ん
学
生
納
付
特
例
制
度
に
関
し

て
何
か
注
意
す
る
点
は
あ
り
ま
す
か
。

窓
口
学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な

る
期
間
は
、
四
月
（
ま
た
は
申
請
月
の
前

川
か
ら
）
翌
年
三
月
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
、
毎
年
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
被
保
険
者
に
適
用
き
れ
る

巾
謂
免
除
に
つ
い
て
は
、
学
生
に
は
適
用

き
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
言
い
。

こ
れ
か
ら
、
腱
作
業
や
山
菜
取
り

な
ど
山
林
周
辺
で
火
を
扱
う
機
会
が

増
え
て
き
ま
す
が
、
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
春
の
時
期
は
、
山
火
事
が
非

常
に
発
生
し
や
す
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
四
月
十
日
か
ら
六
月

十
ｕ
ま
で
山
火
事
防
止
運
動
強
訓
月

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
み
ん

な
で
山
火
事
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
風
が
強
い
日
は
、
た
き
火
や
野
焼

き
は
し
な
い
こ
と
。

○
た
ば
こ
火
は
必
ず
消
し
、
投
げ
捨

て
な
い
こ
と
。

○
枯
れ
草
な
ど
燃
え
広
が
り
や
す
い

場
所
で
は
、
た
き
火
は
し
な
い
こ

し
」
○

○
防
火
用
水
を
必
ず
準
備
し
、
消
化

を
確
認
す
る
な
ど
火
の
後
始
末
は

し
っ
か
り
行
う
こ
と
。

山
火
事
注

444

閏意
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昨
年
、
青
森
県
で
は
六
百
六
十
六

件
の
火
災
が
発
生
し
、
四
十
三
名
の

死
者
と
九
十
二
名
の
負
傷
者
が
生
じ

て
い
ま
す
。

火
災
の
約
四
割
（
二
百
六
十
七
件
）

が
三
月
か
ら
五
月
に
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
『
そ
の
油
断
火
か
ら
炎

へ
災
い
へ
』
の
全
国
統
一
標
語
の

も
と
に
四
月
十
二
日
か
ら
十
八
日
ま

で
の
間
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
村
内
六
ヶ
所
に
大
型

看
板
を
設
置
し
、
消
防
署
、
消
防
団

で
車
両
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
を
行
い
火

災
予
防
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

春
の
火
災
予
防
運
動
行
わ
れ
る圓零織

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

肖
、
、
〃
。

防

●

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク
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「
知
事
と
の
わ
い
わ
い
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
は
、
知
事
と
県
民
の
皆
さ
ん

が
、
青
森
県
の
未
来
を
創
る
た
め
の

提
案
・
提
言
に
つ
い
て
直
接
意
見
交

換
を
す
る
場
で
す
。

「
こ
ん
な
青
森
県
に
な
っ
た
ら
い

い
な
」
「
未
来
の
青
森
県
に
望
む
こ

と
」
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
具

体
的
で
新
鮮
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
の
日
時

平
成
十
六
年
六
月
五
日
出

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

◆
場
所

五
所
川
原
市
中
央
公
民
館
（
二
階

第
一
会
議
室
、
五
所
川
原
市
一
シ
谷

五
○
四
’
二

◆
申
込
方
法

青
森
県
五
所
川
原
合
同
庁
舎
・
市

浦
村
役
場
等
で
配
布
し
て
い
る
申
込

書
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先

〒
○
三
○
’
八
五
七
○

青
森
市
長
島
－
１
－
１
一

青
森
県
特
別
対
策
局
広
報
広
聴
室

剛
○
一
七
’
七
三
四
’
八
○
三
一

．
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

き
ぎ
⑤
信
唾
・
貢
①
言
。
ョ
目
・
弓

▼
お
問
い
合
わ
せ

青
森
県
特
別
対
策
局
広
報
広
聴
室

却
雲
と
《
わ
い
わ
い
ミ
ー
ー
イ
ン

ラ
》
参
加
者
募
集
《
奎
却
ら
巷
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◎
十
三
出
張
所

午
前
八
時
～
正
午
ま
で
勤
務

な
お
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
九
時

三
十
分
頃
ま
で
は
、
十
三
出
張
所
に

職
員
が
居
り
ま
す
が
午
前
九
時
三
十

分
以
降
は
配
達
の
た
め
不
在
と
な
り

ま
す
。

◎
脇
元
出
張
所

午
後
一
時
～
午
後
五
時
ま
で
勤
務

な
お
、
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時

頃
ま
で
は
、
脇
元
出
張
所
に
職
員
が

居
り
ま
す
が
午
後
二
時
以
降
は
配
達

の
た
め
不
在
と
な
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

市
浦
村
総
務
課

公
六
二
－
一
二
一
一

県
で
は
不
妊
に
悩
む
夫
婦
等
を
対

象
に
、
専
門
の
医
師
等
に
よ
る
相
談

・
指
導
、
不
妊
治
療
の
正
し
い
知
識

や
最
新
の
治
療
法
の
紹
介
な
ど
を
行

う
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

市
浦
村
総
務
課

よ
り
お
知
ら
せ

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ

ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

恋
○
一
七
’
七
三
四
’
九
一
三
八

、
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◆
場
所
弘
前
大
学

医
学
部
附
属
病
院

◆
日
時
毎
週
金
曜
日

十
四
時
か
ら
十
六
時

◆
費
用
無
料

相
談
に
は
、
電
話
に
よ
る
事
前
予

約
が
必
要
で
す
ｃ
詳
し
く
は
、
最
寄

り
の
保
健
所
か
県
こ
ど
も
み
ら
い
課

（
壷
○
一
七
－
七
三
四
－
九
三
○
三
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
六
年
五
月
一
日
よ
り
、
岩

井
一
般
廃
棄
物
処
理
場
直
接
搬
入
者

の
利
用
日
時
を
下
記
の
と
お
り
変
更

い
た
し
ま
す
。

◆
変
更
前

毎
週
火
曜
日
（
搬
入
休
止
日
）
を

除
く
通
年
八
時
か
ら
十
七
時

◆
変
更
後

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

八
時
か
ら
十
七
時

※
土
・
日
曜
日
及
び
祭
日
を
搬
入
休

止
日
と
す
る
。

こ
こ
数
年
、
岩
井
一
般
廃
棄
物
処

理
場
に
直
接
搬
入
し
て
い
る
利
用
者

の
中
に
、
捨
て
て
は
い
け
な
い
も
の

（
可
燃
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
の
混

入
・
可
燃
性
粗
大
ご
み
）
を
投
棄
し

た
り
、
許
可
証
交
付
申
請
時
の
内
容

と
明
ら
か
に
違
う
も
の
を
投
棄
す
る

な
ど
、
悪
質
な
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て

岩
井
一
罐
廃
棄
物
処
理
壜
章
程
擁

入
利
用
日
時
《
雲
菫
に
一
い
て
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き
て
い
ま
す
。
一
い
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
投
棄
が
さ
れ
る
と
、
一
▼
お
問
い
合
わ
せ

村
域
の
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
一
市
浦
村
役
場

衛
生
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
一
住
民
福
祉
課
生
活
福
祉
係

一
公
二
七
－
七
七
三
三

な
り
ま
す
ｃ

こ
れ
ま
で
も
直
接
搬
入
す
る
ご
み
一

（
ピ
ン
コ
ロ
管
内
）

蕊
灘
謹
蕊
一
雲
霧
臺
菫

直
接
搬
入
利
用
日
時
の
変
更
を
す
る
一
雲
》
》
Ⅱ
筐
二
一
一
季
調
査
一
堯
麺
一
昔
－

こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
隣
市
町
村
で
は
土
・
日
一
六
月
一
Ｒ
、
事
業
所
・
企
業
統
計

曜
日
及
び
祭
日
は
利
用
休
止
日
に
な
一
調
査
、
商
業
統
計
調
査
及
び
サ
ー
ビ

っ
て
い
ま
す
。
今
後
控
え
る
市
町
村
一
ス
業
基
本
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
な

合
併
に
対
応
す
る
た
め
、
当
村
に
お
一
わ
れ
ま
す
。
全
国
の
民
営
の
事
業
所

い
て
も
土
・
日
曜
日
及
び
祭
日
を
利
一
が
す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
。
ご
協

用
休
止
日
に
変
更
す
る
こ
と
で
市
町
一
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

村
間
の
均
衡
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
一
▼
お
問
い
合
わ
せ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
村
民
の
皆
様
の
｜
総
務
課
・
企
画
財
政
係

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
一
蚕
ハ
ニ
ー
一
二
二
（
内
一
九
）

叱
貼
・
涛
附
１
０
‐
凶
・
Ⅷ
式
蒋
哩
勲
呼
●
蝿
や
”
・
笥

劃
９曲

一
、
、
ゞ
｜

必
《
幸
一

》
汚
一
”
翻
凱母

鵬
礪
蹴

ゆ
む

■
４鐸

た
一
岩
裕

一

銀

ぬ
り
『

“
ご
●
一
一
》
■
宅

○
配
が
詮
出
一
旬
雨
ｇ
８
ｄ
。
§
由
隅

命

Ｊ
。
Ｉ

一
一
訴
卓
垂
一
誇
計
謂
壹
一
壱
一
毒
計
壼
雪

雲
》
》
Ⅱ
ビ
ユ
睾
一
李
調
一
一
堯
麺
一
昔
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★
今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
あ
な
た
の
相
談
相
手
ｌ
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
い
つ
も
そ
ば
に
い

ま
す
」

◎
あ
な
た
の
地
域
に
も
必
ず
担
当
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
す
べ

て
の
地
域
に
配
置
さ
れ
、
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
二
十
二
万
人

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
青
森
県
で
は
、
三
五
五

九
名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
皆

ざ
ん
の
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
安
心
し
て

相
談
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
「
民

生
委
員
法
」
「
児
童
福
祉
法
」
に
よ

っ
て
「
設
置
さ
れ
た
地
域
住
民
生
活

を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

全
て
の
民
生
委
員
は
子
供
に
関
る
問

題
を
担
当
す
る
児
童
委
員
も
か
ね
て

い
ま
す
。
ま
た
、
専
ら
児
童
に
関
わ

る
相
談
・
支
援
を
担
当
す
る
「
主
任

児
童
委
員
」
も
い
ま
す
。
生
活
、
子

育
て
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
幅
広
い

分
野
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
ｃ
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
き
い
◎

◎
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
法
律

で
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り
、
相
談

内
容
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
ｃ

平
成
稻
年
５
月
垣
臼
一
水
一
は
民

生
委
員
ロ
児
童
委
員
の
日
で
す
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◆
住
民
票
の
写

・
一
枚
に
つ
き
二
○
○
円
が
与
一
枚

に
つ
き
三
○
○
円
に

※
二
枚
以
上
一
枚
増
す
ご
と
に
五
○

円
加
算
は
同
じ

◆
印
鑑
証
明
・
各
種
証
明
書

・
一
件
に
つ
き
二
○
○
円
が
畢
一
件

に
つ
き
三
○
○
円
に

｛
変
更
前
｝

◎
住
所
〒
○
三
七
’
○
四
○
一

市
浦
村
相
内
字
岩
井
八
一
’
三
八

四
（
市
浦
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
）

壷
○
一
七
三
’
六
二
’
三
七
五
一

剛
○
一
七
三
’
六
二
’
三
五
五
一

一
変
更
後
】

◎
住
所
〒
○
三
七
’
○
四
○
一

市
浦
村
相
内
字
相
内
三
四
九
’
一

（
市
浦
村
役
場
内
）

壷
○
一
七
三
’
六
二
’
二
一
二

（
代
表
）

剛
○
一
七
三
’
六
二
’
二
二
五

（
代
表
）

税
務
、
経
営
相

談
指
導
事
業

平
成
帽
年
４
月
１
か
ら
手

数
料
が
変
わ
り
ま
し
た

教
育
委
員
会
が

移
転
し
ま
し
た

町
（
村
）
民
の
皆
さ
ん
、
税
金
や
経
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営
に
関
す
る
悩
み
や
疑
問
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ｃ
「
税
務
、
経
営
相
談
日
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
専
門
の
ス
タ
ッ

フ
が
お
手
伝
い
致
し
ま
す
。

◎
税
務
に
関
す
る
こ
と

①
所
得
税
霄
色
申
告
含
む
）
。
②

消
費
税
に
関
す
る
も
の
。
③
法
人
税
。

④
相
続
税
。
⑤
贈
与
税
。
⑥
譲
渡
所

得
（
長
期
・
短
期
）
。
⑦
地
方
税
（
事

業
税
也
。
⑧
他
税
に
関
す
る
項
目
。

⑨
経
営
に
関
す
る
も
の

◎
商
工
業
者
の
た
め
の
商
取
引
上
の

問
題
点
に
関
す
る
こ
と

①
取
引
問
題
（
ト
ラ
ブ
ル
）
契
約
上
。

②
金
融
問
題
（
ト
ラ
ブ
ル
）
高
利
、
融

手
等
ｃ
（
里
元
掛
金
回
収
問
題
（
債
権
）
。

④
相
手
先
倒
産
に
係
る
処
理
。
⑤
支

払
手
形
、
小
切
手
、
契
約
者
等
の
問

題
。
⑥
従
業
員
に
係
る
雇
用
問
題
。

⑦
そ
の
他
の
関
連
事
項
に
つ
い
て

県
商
工
会
連
合
会
木
造
支
所
（
広

域
指
導
セ
ン
タ
ー
）
が
委
嘱
し
て
い

る
嘱
託
専
門
指
導
員
〈
税
理
士
、
弁

護
士
）
が
無
料
で
皆
さ
ん
の
相
談
に

応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
（
原
則
と
し
て
）
毎
月
第
三

木
曜
日
・
十
時
三
十
分
～
十
二
時

◆
場
所
市
浦
村
商
工
会
館
相
談
室

※
注
・
祝
祭
日
の
場
合
は
実
施
日
を

変
更
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
の
あ

る
方
は
相
談
日
の
三
日
前
ま
で
に

地
元
商
工
会
へ
ご
一
報
の
上
、
日

時
を
確
認
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。
尚
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
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◎
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
防

止
に
つ
い
て
（
概
要
）

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に
罹

患
す
る
と
、
出
生
児
が
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
と
い
う
白
内
障
、
先
天
性

の
心
臓
病
、
難
聴
な
ど
の
病
気
を
持

っ
て
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
こ
れ
か
ら
妊
娠
す
る
予
定

の
あ
る
女
性
で
あ
っ
て
風
し
ん
罹
患

歴
又
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
の
な
い
方

は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を

防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

医
師
に
十
分
相
談
の
う
え
、
で
き
る

限
り
予
防
摂
取
を
受
け
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

厳罰
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
の
発
生
防
止
に

大字名 前月人口 人口 世帯数

相内 1,164 1,159 404

桂川 57 53 22

太田 238 237 82

脇 元 495 494 199

磯松 277 276 107

十三 776 779 267

計 3,007 2.998
F 1,081
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最
近
、
花
粉
症
に
か
か
っ
て
い
る

人
が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、
生
活
環
境
な
ど
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
花

粉
症
は
命
に
関
わ
る
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
く
し
ゃ
み
が
止
ま
ら
な

い
、
目
が
か
ゆ
い
な
ど
の
症
状
が
続

き
、
非
常
に
つ
ら
い
病
気
で
す
。

花
粉
症
と
は
、
原
因
と
な
る
花
粉

が
た
く
さ
ん
飛
ぶ
時
期
に
、
鼻
や
目

の
症
状
、
耳
、
の
ど
、
皮
膚
な
ど
全

身
に
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
お
こ
る
病

健康
、

（
胤
闘
棚
皿
Ⅲ
冊
間
川
脇
刷
柵
鵬
脚
肥
岬
惟
砧
恥
榊
購
Ｆ
慢
悌
ト
ド
１
面
‐
．
‐
・
↓
↓

気
の
こ
と
で
す
。
日
本
で
一
番
多
い

ス
ギ
花
粉
で
は
、
主
に
鼻
、
眼
、
の

ど
な
ど
に
多
様
な
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

が
お
こ
る
ほ
か
、
ま
れ
に
神
経
症
状

な
ど
が
お
こ
り
ま
す
。

花
粉
症
は
、
花
粉
に
対
す
る
ア
レ

ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
環
境

に
よ
る
要
因
で
お
こ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の

人
が
毎
年
、
花
粉
が
飛
ぶ
時
期
に
、

大
量
の
花
粉
を
吸
っ
て
い
る
う
ち
に
、

そ
の
花
粉
に
対
す
る
抗
体
（
Ｉ
ｇ
Ｅ
）

が
血
液
中
に
で
き
、
そ
の
花
粉
に
反

応
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
お
こ
り
ま

す
。
花
粉
が
飛
ぶ
時
期
は
、
各
地
域

に
よ
っ
て
異
な
り
、
花
粉
の
量
は
気

象
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
特
に
ス

ギ
花
粉
は
、
気
象
に
影
響
さ
れ
や
す

く
、
夏
の
気
温
が
高
く
、
湿
度
が
低

い
と
翌
年
の
花
粉
量
が
多
く
な
り
ま

す
。
青
森
県
は
四
月
上
旬
頃
か
ら
毎

年
、
花
粉
が
飛
び
ま
す
。
ち
な
み
に
、

今
年
の
花
粉
の
量
は
少
な
め
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
花
粉
症
に
か
か
っ
て
い

る
場
合
は
、
天
気
予
報
な
ど
の
花
粉

花
粉
症
に
な
っ
た
ら

な
ぜ
、
お
こ
る
の
か
つ
、

情
報
に
注
意
し
、
花
粉
の
飛
び
始
め

る
二
週
間
く
ら
い
前
に
受
診
し
、
治

療
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

自
分
の
花
粉
症
の
原
因
を
知
る
事
も

重
用
で
す
。
受
診
し
た
際
に
、
簡
単

な
検
査
を
す
る
こ
と
で
原
因
は
わ
か

り
ま
す
。
薬
で
症
状
を
和
ら
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
花
粉
症
に
困

っ
た
ら
ま
ず
、
受
診
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

①
外
出
を
控
え
、
特
に
ス
ギ
林
の
多

い
所
へ
の
外
出
は
注
意
す
る
。

②
外
出
時
は
マ
ス
ク
、
め
が
ね
を
着

用
。

③
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
な
る
べ
く

避
け
る
。

④
外
出
時
の
衣
類
は
毛
織
物
で
は
な

く
、
す
べ
す
べ
し
た
も
の
が
よ
い
。

⑤
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
洗
眼
う

が
い
を
し
、
よ
く
鼻
を
か
む
。
玄

関
で
衣
類
に
つ
い
た
花
粉
を
は
た

ノ
、
Ｃ

⑥
家
の
窓
、
戸
は
で
き
る
だ
け
閉
め

て
お
く
ｃ

⑦
布
団
は
な
る
べ
く
日
干
し
を
し
な

い
Ｃ

⑧
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
し
、
飲

酒
は
控
え
る
。

花
粉
が
飛
ん
で
い
る
時
の
予
防
法

伽
１
・
小
碓
ト
ー
ｆ
小
師
叫
●
川
恢
鄙
職
紐
仙
測
ぷ
い
Ｗ
Ⅱ
Ⅷ
脚
川
剛
脚
Ⅱ
、
Ⅱ
砥
Ⅱ
Ｍ
脚
Ⅱ
叩
刷
川
哩

す
岨
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米煤加中〈
雌
稚
帥
輔
一
冊

誠
（
東

〈
華
細
和
佳
子
（
相

《
仲
田
洲
賊
剰
一
鵬

《
州
繩
辨
狩
一
洲

〈
緬
砺
柵
鮴
一
柵

一
繩
杣
繩
代
読
一
軒

《
搾
細
馴
弛
一
体

〈
棚
鈍
辨
”
一
鍔

〈
栖
季
確
概
一
脈

』

▼
お
誕
生

１
０
》
心
◆
司
酬
〃

井
翔
（
十
三
）
健

た
み
ふ
み

納
高
史
〈
十
三
）
一

九
お

田
玲
央
〈
十
三
）
光
則

勺
で
。
，
斗
一
い

谷
光
正
（
相
内
）
達
男

▼
ご
結
婚

元城内手三i告 力 三 造 元 都 内 元 知内京三玉
一…… ーー ーー…ーー…~ー一ーー ー ー ー

角三伊lll中l｣l奈
季
節
は
巡
り
、
春
の
心
地
よ
い
風
が
吹

く
顔
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
こ
の
風
が

な
ん
と
冷
た
か
っ
た
こ
と
か
。
と
い
う
の

も
人
事
異
動
で
広
報
担
当
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。い

ま
も
、
慣
れ
た
と
は
い
え
、
原
稲
を

あ
げ
る
ま
で
と
、
発
行
後
の
緊
張
感
は
変

わ
ら
ず
冑
を
刺
激
し
て
い
ま
す
。
ま
し
て
、

発
行
後
に
誤
字
や
、
脱
字
を
発
見
し
よ
う

も
の
な
ら
頭
の
中
は
真
っ
向
。

ち
な
み
に
広
報
一
部
約
百
円
で
皆
様
の

お
宅
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
百
円
の
価

値
が
あ
る
の
か
ｃ
ペ
ー
ジ
は
め
く
ら
れ
て

い
る
の
か
。
「
戸
籍
の
窓
」
を
見
た
あ
と
は

資
源
ご
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
自
問
自

答
は
続
く
の
で
す
ｃ

市
浦
村
と
し
て
は
妓
後
の
発
行
と
な
る

で
あ
ろ
う
広
報
を
今
年
度
も
担
当
し
ま
す
。

新
市
誕
生
へ
の
期
待
が
尚
ま
る
一
方
で
、

「
郷
土
市
浦
村
」
を
見
つ
め
な
お
し
、
心
に

残
る
広
報
を
発
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

ざ
ら
に
今
年
度
の
目
標
は
、
「
写
真
は
も

う
一
歩
前
に
踏
み
出
し
て
、
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
広
報
を
」
で
す
ｃ

〈
Ｍ
・
Ｓ
）

⑤
⑧
⑥
③

⑤ 谷浦南田井田良▼
サ利良佑勝勝きお

く
ダ 幸 子 郎 海 由んや

稲雨羅厩干礪天み
、
⑥
③

内内松元二元田
一一一一一……

83426890268291
歳歳歳歳歳歳歳
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